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殼
色
は

帯
黄
色
或
は

橿
禍
色
に

し

て

下
方
は

薄
し

　
　
直
徑

　
五

　
　
産
地
　
三

崎
　
範

伊
　

備
後

　
淡

跖
　
小

笠
原

　
　
oQ8

鉱
O
コ

O喝
§
黒
ま
吻

国
ド

薗

じ

山

〉°

臣
ロ゜

殼
は

座

迴
さ
れ

亢

る

圓
錐
形
に

し
て

贋
ぐ
深
き
臍
を

有
ず

、

周
線

に
は

長

き
突

起
を
正
し

ぐ
回
置

ず
、

螺

頂
の

近

傍
塾
る

縫
合
線
に

の

み

多
少
殼

片
或
は

石
等
を

装
ふ

　
　
此

種
を

見
ず

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

（

此

族
あ

わ

り
）

　
　
　

　
　

　
　
II

−
II

↓冒

婁
凸
閲
丁

桑
ー
II

−
1

ー

●
日

本

蟹
類
通
設

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　

寺

崎

　
留

吉

蟹
類
は

動

物

界
中

最
も

採
集
し
易
き
部
類
の
一
に

し

て

何
人
ε

雖

其
數

種
を

目
撃

託
臆
せ

る

も
の

な
れ

ば

從
て

之
れ

を

平

易
に

浬
訊
し

れ

る

小
瓢
の

あ

る

も
不

要
に

非
ざ

る

可
し
不

肯
久
し

ぐ
理
科
大

學
に

遊
ぶ

幸
に

同

學
所
蔵
の

豐
富
な

る

標
本
及

び

攀
考
書

册
閲

讃
の

臼

由
を

得
紀

れ

ば
茲
に

漫
識
を
厭
は

妻

弊
稿
を

躑
め

試
み

に

江
湖

の

高

閲
を
仰
が

ん

と

欲
ず

る

な
り

　

　

緒

　
　
説

予
が

竝
に

蟹
類
巴

掲

げ
て

漠
然
奘
幅

域
を
示

ず
巴

こ

ろ

の

も

の

は

　
　

　
　

　

　

日

本
蟹
類
逋

耽
（

寺

崎
）

從
來
敖
利

書
に

切

§
ξ
ロ

蕁

毘

名
づ

け

譯
し
て

短

尾
類
巴
羣
阿

、

7’

 
た

る

勸

物
を
總
揺

し
て
の

義
な
η
即

ち
節
足
動

物
中
甲
殼

類
の

一

目
十

脚

類
の

内
に

在
り
て
甲

殻
類
中
最

高
等
の

位
攬

に

居
る

も

の

室

り
輓
近

學
術
上
の

情
呪
に
て

は

久
し
ぐ

慣
田

川

し
た

る

切

蕁
oI

げ

署
簿

な
る

語
は

稍
々

其
意
義
を

縮
限
し
控

る

例
も

あ
れ

ば

予
は

故
ち
に

短

尾
類
な
る

語
を
棄
て

蟹
類
巴

い

ふ

廣
義
の

文

字
を
撰
び

て

呼

用
に

便
に

せ

る
な

り
強
て

其
意
義
を

質
さ

ば

オ

ル

ト

「
朔
氏

の

謂

ゆ
る

○

錯
。。

庁

o

卍
雪
避

劇

冨
。

ξ
耳
p

σっ

穹
巳

冨

の

二

綴

域
を

併

揺
せ

る

も

の

定

答
へ

ざ

る
可
か

ち

す
術
ほ

分
類
の

方
法
に

關

し
て

は

後
交
に

於
て

更
に

詳

説
せ

ん

巴

ず

泰
西
動

物
學
碩

學
中
殊
に

甲

殻
類
の

分

類
研
究
に

與

り
て

カ
あ

る

は

枚
擧
の

遑
あ

ら

ず
巴

雖
巴

も

先
づ

古
き
は

リ

ン

子

ウ

ス

（

ρ
ぐ。

ピ

ぎ”〕
ひ

一
レ

 
亠

ハ

0
年
頃
）

氏
を
源
巴

し
フ

ワ

ブ

リ

シ

ユ

ス

（

国
暫

げ

艮

o
穿
m・

一

七
九
〇

年
頃
）

デ

ス

マ

レ

ス

ト

（

U
錺
望

璋
譌
F

　一

八
二

〇

年
頃
）

ラ

ト

レ

ア

ル

（

ぎ
ひ

邑
濠

一

八

〇
〇

年
頃
）

ラ

マ

ー

ク

曾
詈
巨

二
入

OO

年
頃
）

り

ー

チ

（

宝
舘
げ

全

上
）

氏

等
軌
れ

も

十
八

世
紀
の

末
葉
よ

り
十
九

世
紀
の

初
め

に

亘

り
て

各

著
作
の

世
に

出
で

跿

る
も
の

あ

り
十

九
世
紀
の

中
期
に

降
り
て

ミ

ル

ン

、
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日
本
盟
麺
涌曜
訛
（

寺
蜷「
）

　

　
エ

ー・

ソ

ル

ヅ
（

り
目．
レ
R一一
昌
 
ー

国
山

d
唱

諍
弓

山
 

）

．
へ

川
（

切
・

ξ
ブ

ナ

9
暫
口
9

）

ω

ホ

ソ

イ

耄
量
ス

チ

ム

ソ

・
（

誓
・

髫
・

・
）

・

・

ζ
￥

　

（

穿
籌
冤
）

ヂ
、

マ

る
・

蜜
ε
の

諸

大
家

脅
次
に

前

世

　

紀
の

末
に

到

り
て

引
ヱ

庫

（

守
・

琶
こ

剣

イ

ア

ー

痢

（

謇
霞
m・

）

　

テ
・

マ

ソ

（

山

象
矍

）

商
訓
烈
M

エ

ド

劉
蝋

（

鋭

フ
角

』・
）

‘

ス

・

三，
（

°。

日

葺
絹
引

類
剥

（

c

諺
彗
・

Y
フ

ー

プ

・
（

切
尠

荐
郎
，

　

臼
）

氏

等
各
顯
著
龍
る

研

究
を
出
だ

し

て

功
續

赫
々

セ
る

亀

の

尠

　

　
か

ら

ず

從
て

分

類
の

順
序

等
に

就
て

は

見

解
を
異
せ

る

宅

こ

ろ

多

　

　
ぐ

し

て

癖

易
に

符
合
す
可
き
喝
の

に

非
ず

、

か

く

整
合
せ

ざ
る

所

　

　
以

の

も

の

皆
昏
糠
る

處
あ

り
て

然
る

可
§
こ

巴

な

ち
ぱ

淺
學
の

如

　

　
き

軌
れ

も

撰
ぶ

る

恐
ぐ
は

誤
な
か

る
可
し

、

予
が

本

篇
を
綴
る
に

　

　
臨

み
獨
噂

オ

ル

ト

マ

ン

氏
の

分
類

法
に

墓
き
だ

る

は

蓋
し
伺

氏
の

　

　
扮
類
は

本
邦

産
蟹
類
を

最
も

夜
ぐ
蒐
め

て

以
て

立

案
し
だ

る
粘

の

　

　
な
れ

ば
鬟

り
而
し

て

該
の

其
本
標
品
駐

る
も
の

は

柱

年
我
翳
科
大

　

　
學
の

講
師
北

1ー
し

引
リ
デ
声

ダ

イ

ン

氏
が
一

入
入

年
の

頃
鏡

意
探

　

　
集
し

て

獲
だ

る
も
の

に

し

て

今
や

獨

逸，

忍

到．
淵
グ

大
學

陳

　

　
列
室
に

保
存
せ

ら
る

〜

璽

り

　

　

本
邦

浩
海
の

蟹
類
に

就
て

既

で
に

先

衆
の

著
作

少
か

ら

ず

有
名
な

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

四

る
シ

ー

ボ

ル

ド

日

本
動

物
志
の

中
に

蟹
に

闢

ず
る
部

分
は
一

大
册

を
な

し
三

十

像
の

完
全
呶

る

石
版

喬
を

挿
む
其
調

査
は

澳
國
デ
、

川

到
氏
の

功
に

係
る
、

後
一

八

五
二

年
デ

ナ

氏
の

大
著
邇
表
は

る
其
載

ず
る
所
は

天
三
入

年
よ

り
向
ふ
五

年
間

、

北

米
合
衆

國

の

探

險
船
ウ

ヰ

ル

ケ

ル

氏
の

指
揮
の

下
に

東
西

兩
洋

を
巡
航
し
て

探
集

し
北

る

甲

殻
類
の

記
錣
に

し

で

就
中

泊
」

引
比
律

賓
諸

島

の

産
最
竜

多
ぐ
本

邦

西

南

諸
島
の

蟹
類
亦
夥
く

此
の

裡
に

含
ま

る
、

尋
で

州
ン

ゴ

ー

〃

ト
、

ロ

ッ

ジ

ァ

兩
將
の

指
令
の

下
龍
ス

チ

ム

ソ

ン

氏
の

合
衆
國
北

太
李
洋
探

險
無

脊
椎

動

物
の

總
括

記
鎌

世

に

著
は

る

≧

豫
定
t
協
し
が

惜
哉

其

無
慮
の

貴
重
標

本
は
一

入

七

一

年，
シ

カ

ゴ

市
の

大
火
の

詫

め

悉
ぐ
双

燼
に

歸
し
酢

僅
か

に

行
文

簡
單
な

る
豫
報
の

み

世
に

殘
れ

る

な

り
其

中
に

本
邦
浩

岸
よ

り
の

標
品

多
數
列
舉
せ

ち
れ

新
種

鯤
を

設

け

ら
れ

だ

る
亀

少
か

ら
ず

、

英
國
探

險
船
「

チ

ヤ

レ

ン

ジ

ヤ

號
」

は
一

八

七
五

年
五

月
瀬

戸
内
海

並
に

東
京

灣
に

投
網

を
試
み

、

　一

入
七

〇
年

ー
一

八

七
七
年
の

間

本
邦
浩
岸

英
國

測
量
船
セ

ン

ト
、

ジ

ヨ

ン

氏
の

倉
率
す

る．
所
巴

な

り
、

傍
ら

日

本
海
の

蟹
類
を
集
め

だ

り
此
等
は

共
に

英
人
マ

イ

ァ

爿
氏
を

煩
は

し

て

調
査
せ

ら
れ
沈

》
前
者
は

有
名
な

る
「

．

セ
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レ

ソ

ジ

ヤ

」

報
告
毘

な

サ
後
者
は

英
國
動

物
學
會
一

入

七
九

年
の

　

記
事
に

表

は

る
、

岱
ほ
一

入

入
七

年
並

に
一

八

九
五

年

頃
k
渡
り

　

て

ヂ
、

マ

ン

氏
馬
束

多
島
海
錫

蘭
附
近
の

蟹
類
の

記

録
あ

り
本
邦

　

に

も

逋
し

て

産
ず
る

蟹
類
其

中
に

包
有
せ

ら
る
亙

も

の

少
か

ら
ず

　

最皿
後

に
オ

ル

ト

マ

ン

氏
の

研
究
は
踊
戴

せ

て
一

入

九
四
な
†

乃
至
山

儿
亠

ハ

　

年
の

獨
逸
エ

ナ

動
物

學
年
鑑
に

あ
り

　

予
が

親
し

く

檢
し
だ

る

標

品
は

柬
京

帝
國
大
學
理

科
大
學
動
物

學

　

敷

室

陳
列
室

所
藏
の

も

の

に

係
る

該
品
は

概
ね

大
學
よ

脇

探
集
の

　

だ

め

派
遣
せ

ら
れ
だ

る

獲
物
に

し

て

之
れ

に

加
ふ

る
に

學
士

學
生

　

諸
氏
等
が

時
々

他
品

巴

共
に

集
め

來

り
だ

る

も
の

、

予
が

手
か

ち

　

獲
跿

る
も

の

在
地

方
知
人
よ

り
寄

囎
せ

ら
れ

跿

る

も

の

並
に

海
外

　

の

大

學
櫨
物
舘

等
よ

り

贈
ら

れ

た

る
も
の

を
も

交
へ

り
、

參
考
に

　

供
し
跿

る

書

籍
は

亦
同

敏
室
備
品
並
に

主
任

敷
授
箕
作
博

士
等
の

　

私

有
に

係
る

、

散
理

學
士
弘
田

貞
守
君
は

自
ら
日

本
甲
殻
類
の

調

　

査
に

着
手
せ

ら

れ

π

り
し
が

其
の

蹟
未
だ

世
人

に

報
ず
る

も

の

亀

　

ぐ
し

て

逝
去
せ

り

可
惜
哉

、

同
君
の

遺
書
並
に

探
集
に

係
れ

る

品

　

少
か

ら
ず

予
が

研

究
の

陀

め

緒
を
得
た

る

材
料

少
か

ち

ず
聊
か

逍

の（

謝
の

意
を
邇
ぶ

　
　

　
　

　

　
　

　

日
本
蟹
露
蝋

涌閣
蹴
（

寺
崎）

本
學
所
藏
の

本
邦

産
蟹
類
は

主
巴

し

て

本

州
西
南
年
部
及
び

あ
卵

．

琉
球

、

臺

灣
に

跨
る

、

相

摸
三

崎
前
の

實
驗
所
附

近
の

産
最
も

多

數
を
占
む
之
k
反
し
て

奥
羽

、

北
海
遘
よ

り
の

探

集
品
は

殆
ん

ご

無
§
が

如
し

將
來
は

此
の

方

面
に

意
を
注

ざ
て
採

集
せ

ん

オ

欲
ず

る

な

り
、

前
記

産
地
を
地
方

順
に

排
列

ナ
れ

ば
左
の

如
し

　

東
京
市
塲

　

相

摸
三

崎

　
並
に

其

附
近

相

捧
ジ

瑳
數
黜
（

時

黷
驫
鰭
輟

、

鬣

　
小

女

房
小

渉
　
（
一
入

八

五

年、

明

治
十
八

年
春）

　

駿
河
江

浦
　
〔
一

入
八

四

年、

明
治

十

七

年
春）

　

淡

路

洲
本

、

紀

伊
和

歌
浦

、

田

遏
　
槊

山
昇
準
氏

小

笠
原
父
島

（

數
私

帥
群
）

故

弘
田

貞
守、
内
山

柳
太
郎
兩
氏

　

越
舶

剛

敦
賀

、

能
錚
覚

七

尾
　

（

冖
八

入

四

年、

明
治
十
七

年

夏
）

　

備
中
安

倉
、

頼
島
　

（

一

八
八

二

年、

明
泊

＋
五

年

篦
）

　

備
後
鞆
津

　（
全

上）

叢
・

鷙
（

「

八

九

一

年

明

治
二

十

四

年

春
）

攤
籬
覧
鑼

四
造

喪

　

筑

前
志

賀
島

　
颶
品

後
、

大
分

、

臼

杵
　

二

八
九

九

年、

明
治
三

十
二

年
饗）

寺
崎

留
士
ロ
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溝
産
動
物
の

着
色
に

就
て
（

宇
野）

6ー

日
向

細
島

（

天

究
年、

明
湘
三

＋
二

年

春
）

寺
崎
留
吉

ー

黶
麑
轟
内

驚
（

凱
數
巖
作

鰲
、

原
＋
太

　

　

薩
廉
甑

島
　

（

一
八

九
九
年、

明
淵
三

＋
二

年

夏
）

宮
島
幹
之
助

氏

　

　

琉
球

鵜

聰
駿
譁
鐵
猿

麟
飄
嬲
灑

代
安

　

　

入

番
、

石
垣

、

入

書
鳶

鯛

齢
諸

ぐ

…
氏

　

　

藁
灣
一

部
分

多
田

綱
輔
氏

、

飯

島
敖
授

　

　

青
森

灣
並
に

北

海
道
の
一

部
分

　

海
外
の

品
は

朝
鮮
仁

川
港

、

北

米
合
衆
國
沿

岸
の

品

比

較
的
に

多

　

し
本

邦
洛

海

産
地
の

中
最
も

珍

重
ナ

可
き
は

相

摸
洋
電

ず
、

同

所

　

の

深
底
三

百

尋
位
の

と

こ

ろ
は

他
の

無
脊
椎

動
物
竜

然
ち

ん
、

一

　

般
に

珍
奇
の

品

探
集
せ

ち
れ

術

將
來
も

此
地

よ

り
の

獲
物

中
に

は

　

新
し

§
種

類
も

發
見
せ

ら
る

呼
し

　

獨
り

憐
む

可
き
は

本
邦
北

方
の

蟹
類
の

標
品
の

乏
し

き
竃

り
固
よ

　

り

氣
候
の

寒
冽
定

共
に

種
屬
は

截
縮
ず

る

は

當
然
な
れ

巴

も

未
跿

　

世
に

知
ら

れ

さ

る
種

類
も

往
・

發
見
せ

ち
る

現
に

今
日

ま
で

來

着

　

せ

る
標
品

中
に

僅
か
一

種
一

疋

位
の

代
浚

者
陀

る
に

係
ち
ず

極
め

　

て

珍
奇
の

も

の

あ

り
臼

木
海
の

浩

岸
に

普

通
愈
る

大

形
の

タ

ラ

バ

　

ガ

ニ

巴

稱
ず

る
も

の

さ
へ

恐

ぐ
は

新
種
に

し

て

甞
て

之

を
記

戰
せ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
六

る
文
書

あ
ら
ん

か

巴

久
し
（

探

り
て

未
だ

發
見
せ

ざ
る

t
り

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

吹
聴
踟

　｝
貝

に

撻
す
）

　

　

　
　

●
海

産
動
物
の

着
色
に

就
て

　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

十
三

憲
第
百
五

十
｝

號
續
§

）

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

宇

野

太

廓

譯

イ

ソ

ギ
ン

チ

ヤ

ノ

の

光
輝
あ
る

美
電
る

色
は

之
れ

を

保
護

色
又
は

警
戒

色
巴
一

般
に

云

ふ

を

克
は
ズ

る

敷

り
如
何
定

な

れ

ば

保
護
色

巴

ず
れ

ば

大
口

魚
に

對

し
て
日

取冖
早

恐
る
ぺ

き

餌
に

非・
ず
刀

人

警
戒
色

巴

ナ
れ

ば
小

魚
が

イ

ソ

ギ

ン

チ

ヤ

ク

の

群
生

中
を

瀞
泳
y
る

を
見

れ

ば

な

り
特
に

支
那
海
に

於
て

赤
色
の

小

魚
が

膿
の

直

徑
二

尺
に

も

及
ぶ
イ

ソ

ギ

ン

チ

ヤ

ク

の

習
∵

中

を

隱
れ

家
巴

ず

る

實
例
あ

れ

ば

な

り
叉
イ

ソ

ギ

ン

チ

ヤ

ク

の

若
色
は

多
の

塲
合
に

於
て

保
護

色
な

ら

ざ
る
を
示
ず

共
證
朋

は

英
國

東
海
岸
の

岩

窟
中

或
は

西
海

岸
の

岩

石
の

割
れ

目
を
一

見

す
れ

ば

充
分
寛

り

此
等
の

塲

所
に

於
て

は

橄
欖
色
の

海

藻
及

他
の

海
藻
が

其

等
巴

全
ぐ

色
を
異
に

ず
る
レ

〒

甚
霹
o

曾
窪
加

｛、
イ

ソ

ギ

ン

チ

ヤ

ク

の
一

種
）

オ

共
に

岩
石
に

附

着

し
而

し

て

其
長

ぐ
埀
れ

た

る

隷

色

及
赤
色
の

獨
手
は

海
潮
の

凋

も
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